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1. 本研究は，身体 計測による基礎調 査を行 ない， 主

とし て 周育項 目を用いて成長期 にある男女児 の体型 の年

令的 特徴を観 察し たものである。

2. 被 検者は，東 京都内の某 私立学校に在籍 する健康

な男女小・ 中学生 合計982  名 で1966年7 ～9 月 に計測し

た。研究項 目は，衣服寸 法の設定に必要である胸囲・胴

囲・腰 囲・頭 囲の４項目と胴 囲／胸 囲・腰囲／ 胸囲・頭

囲／胸囲 の示数値 ３項 目， 計７項目で ある。

3. 主 な成果はつ ぎのようであ る。
a ） 計測 値につい て一 男女 と 仏 学年がすすむに従

い胸 囲・腰 囲は顕 著な増加 を示 すが， 胴囲の増加は比較

的小 さい。 増加の様相につい ては，胸 囲は小 学校５年 以

後女子 が優位 になるが，腰 囲は全 学年 にわたり女子が常

に優位，胴囲 は一般 に男 子が優位であ る。 また頭囲の増

加の様相は男女 とも極 めて緩慢で ある。

ｂ ）示数値について一 腰囲／胸囲は，男女 とも学年

のすす むとともに漸 増の傾向 を示し， また女 子が全 学年

にわたりかなり優位 である。胴 囲／胸 囲は， 男女とも学

年 のナ すむとともに漸減 の傾向を示 すが，女 子の小 学校

６年以 後の減 少はやや著しい。 すなわち，男 女ともずん

どうな体型 から漸 次胴のくびれた体型 に移行することが

し られる｡こ の傾向は女子におい てかなり強い とい える。

頭囲 ／胸 囲は， 学年 のすすむに従い男 女とも著し く減 少

する。


